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�������日用品等は、最後まで使い切りましょう。
�� � � ��買い物にはマイバッグを使ったり、使わ
　　　　　　　ないものは誰かに使ってもらいましょう。
�������資源化できるものは、資源回収に出しま
　　　　　　　しょう。
�������簡易包装・簡易梱包を心がけましょう。
�������家具や自転車は、修理して、大切に使う
　　　　　　　ようにしましょう。
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そ
の
他
の
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化

に
向
け
、
市
民
・
事
業
者
・
市
が
一
体
と

な
っ
て
実
施
し
て
い
る
取
り
組
み
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

●
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
開
催

●
「
５
Ｒ
」
生
活
推
進

●
レ
ジ
袋
運
動

●
資
源
ご
み
集
団
回
収
報
奨
金
交
付

●
粗
大
ご
み
有
料
収
集
運
搬
・
処
理

●
ス
リ
ム
・
リ
サ
イ
ク
ル
店
指
定

●
商
工
会
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

●
消
費
者
協
会
と
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動

●
ポ
ス
タ
ー
展
開
催

●
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
環
境
特
集
号
の
発
行

●
施
設
見
学
会

　

地
域
団
体
の
収
入
と
な
る
「
ご
み
」
を
、
無
駄
に
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

新
聞
紙
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
や
そ
の
他
の
紙
類
・
紙
パ
ッ
ク
類
・
カ
ン
・
古

着
に
つ
い
て
は
、
集
団
回
収
の
登
録
を
し
て
い
る
自
治
会
・
老
人
会
・
子
ど
も

会
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
に
出
す
と
収
入
と
な
り
、
各
団
体
の
活
動
費
用

に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
家
庭
ご
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
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ご
み
の
減
量
を
し
た
後
で
、
最
終
的
に

ご
み
と
な
っ
た
も
の
は
、
環
境
処
理
セ
ン

タ
ー
に
集
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ア
ル
ミ
、
鉄
類
、
ビ
ン
、
紙

類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
に
再
分
別
し
、

有
価
物
の
再
資
源
化
を
し
て
い
ま
す
。
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事
業
系
ご
み
と
は
、
会
社
や
店
舗
な
ど

で
生
じ
る
ご
み
を
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ご
み
は
、
事
業
者
が
自
ら
の

責
任
に
お
い
て
処
理
を
す
る
よ
う
に
、「
廃

棄
物
処
理
法
」で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
事
業
系
ご
み
は
、
市
が

収
集
し
た
り
、
家
庭
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
捨
て
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

事
業
系
ご
み
は
、
環
境
処
理
セ
ン
タ
ー

に
直
接
持
ち
込
む
か
、
あ
る
い
は
、
市
に

登
録
を
し
て
い
る
許
可
業
者
に
運
搬
を
依

頼
し
、
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

環
境
処
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
般
廃
棄

物
処
理
場
の
た
め
、
処
理
で
き
な
い
事
業

系
ご
み
が
あ
り
、
ま
た
条
件
付
き
で
手
数

料
を
徴
収
し
て
処
理
を
し
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
の
で
、
持
ち
込
む
前
に
、
必
ず

問
い
合
わ
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
事
業
者
は
、
ご
み
を
で
き
る
限
り

再
資
源
化
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ご
み
処
理
費
用
を
圧
縮
し
、
売

却
し
て
収
入
を
得
る
な
ど
、
ご
み
を
減
量

化
す
る
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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本
市
で
は
ご
み
の

　
　
　
　
　
　
　
　

削
減
目
標
を
、
環
境

　
　
　
　
　
　
　
　

省
の「
循
環
型
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　

形
成
推
進
基
本
計
画
」

　
　
　
　
　
　
　
　
  
に
基
づ
い
て
設
定
し

　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
計
画
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
十
二
年
度
を
基

　
　
　
　
　
　
　
　

準
年
度
と
し
て
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　

人
一
日
の
家
庭
ご
み

　
　
　
　
　
　
　
　

排
出
量
八
百
グ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　

を
平
成
二
十
二
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　

に
六
百
四
十
グ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　

に
す
る
目
標
を
立
て

　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
ま
す
。
平
成
十

　
　
　
　
　
　
　
　

九
年
度
が
六
百
六
十

　
　
　
　
　
　
　
　

四
グ
ラ
ム
で
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
、
目
標
達
成
率

　
　
　
　
　
　
　
　

は
八
十
五
％
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
二
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
で
に
、
市
民
一
人

が
一
日
当
た
り
で
、
あ
と
二
十
四
グ
ラ
ム
、

一
円
玉
に
し
て
二
十
四
枚
分
を
減
ら
せ
れ

ば
、
年
間
約
八
百
三
十
二
ト
ン（
収
集
車
で

五
百
五
十
四
台
分
）削
減
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
、
食
材
や
日

用
品
な
ど
を
最
後
ま
で
使
い
切
っ
た
り
、

不
用
と
な
っ
た
も
の
も
捨
て
な
い
で
他
の

用
途
と
し
て
使
う
な
ど
、
ご
み
自
体
が
出

な
い
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
、
各
家
庭
で

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

　

目
標
達
成
の
た
め
、
一
人
一
人
が
ご
み

の
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

環
境
処
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
み
と
し

て
捨
て
ら
れ
た
家
具
類
や
自
転
車
を
修
理

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
リ
ユ
ー
ス
フ
ェ

ス
タ（
有
料
・
無
料
）を
年
二
〜
四
回
開
催

し
、
提
供（
抽
選
）し
て
い
ま
す
。
修
理
品

を
繰
り
返
し
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
ご

み
の
減
量
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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「
分
別
数
を
増
や
し
て
は
ど
う
で
す
か
」

と
い
う
ご
意
見
が
あ
り
ま
す
。

　

分
別
数
を
増
や
せ
ば
、
家
庭
内
に
一
時

的
に
置
く
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
が
分
別
の
種

類
ご
と
に
必
要
と
な
り
、
ま
た
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
集
積
場
所
な
ど
の
問
題
が

出
て
き
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
、「
燃
や
す
ご
み
」、「
雑
誌

・
チ
ラ
シ
・
そ
の
他
紙
類
」、「
新
聞
」、

「
紙
パ
ッ
ク
」、「
段
ボ
ー
ル
」、「
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
」、「
カ
ン
」、「
ビ
ン
」、「
そ
の
他

燃
や
さ
な
い
ご
み
」、「
粗
大
ご
み
」、「
一

時
多
量
ご
み
」、「
植
木
の
剪
定
ご
み
」
の

十
二
分
別
収
集
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
整
備
さ
れ
、

分
別
数
が
増
え
た
時
に
は
、
改
め
て
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
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新
聞
紙
や
印
刷
用
紙
等
、
私
た
ち
が
日

常
的
に
使
う
紙
・
紙
製
品
は
、
海
外
か
ら

の
資
源
に
多
く
依
存
し
て
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ご
み
を
分
別
す
る
と
き
に
、
ど
の
分
類

な
の
か
と
迷
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
質
問
が
多
い
も
の
に

つ
い
て
、
こ
こ
で
お
答
え
し
ま
す
。
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大
き
な
も
の
は
、

　
　
　
　
　

細
か
く
す
る
。

�
�
�
�
�
�
紙
や
布
に
し
み
込
ま
せ
る�

�
�
�
�
　

長
さ
五
十
㎝
以
内
、
直
径
十

　
　
　
　
　

㎝
以
内
に
切
る
。

�
�
�
�
�
　

汚
物
を
ト
イ
レ
に
流
し
て

　
　
　
　
　

か
ら
出
す
。

�
�
�
�
�
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
・
保
冷
剤
・
使

　
　
　
　
　

い
捨
て
カ
イ
ロ
・
ア
ル
ミ
ホ

　
　
　
　
　

イ
ル
も「
燃
や
す
ご
み
」で
す
。
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�
�
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�
�
�
三
十
㎝
以
内
に
折
っ

　
　
　
　
　

て
出
す
。
そ
の
ま
ま
で
は
、

　
　
　
　
　
「
粗
大
ご
み
」

�
�
�
�
�
�
�
�
　

中
身
を
抜
き
穴
を

　
　
　
　
　

二
〜
三
カ
所
あ
け
て
出
す
。

�
�
�
�
�
　

透
明
な
袋
に
入
れ
て
出
す
。
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厚
紙
に
入
れ
て
、「
キ
ケ
ン
」

　
　
　
　
　

と
表
示
し
て
出
す
。

��������	�

�������
　環境処理センターでは、再資源化を促進するた
め、次のとおり処理をしています。
������

　再資源化できないごみは、全連続燃焼式ストー
カ炉で、24時間連続して焼却しています。
��������

　①紙資源は、再生工場へ
　②ペットボトルは、異物を取り除き再生工場へ
　③ビンは、茶色・白色・その他の色に選別して
　　再生工場へ
　④カンは、スチール缶・アルミ缶に選別して、　
　　再生工場へ
　⑤その他燃やさないごみは、鉄・非鉄に選別し
　　再生工場へ
�����

　再利用可能な家具類・自転車を、リユースフェ
スタで展示し、抽選で提供しています。

　

日
本
は
、
紙
生
産
の
原
料
で
あ
る
パ
ル

プ
等
を
大
量
輸
入
す
る
国
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
は
、
原
生
林
や

森
林
を
破
壊
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
多
様

な
森
林
生
態
系
を
崩
し
て
い
る
こ
と
に
も

繋
が
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
古
紙
を
利
用
し
た
再
生
紙

や
再
生
製
品
の
使
用
、
紙
消
費
の
削
減（
両

面
コ
ピ
ー
、両
面
印
刷
の
推
進
）等
、
小
さ

な
こ
と
か
ら
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
大
変

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
非
木
材
紙（
木
材
パ
ル
プ
以
外
の

資
源
か
ら
作
ら
れ
た
紙
の
総
称
で
あ
ら
ゆ

る
植
物
が
原
料
）の
利
用
も
今
後
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
二
酸
化

炭
素
の
吸
収
量
が
多
く
、
短
期
間
で
生
育

す
る
と
い
う
、
非
木
材
パ
ル
プ
の
長
所
が

見
直
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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　本市の年間総ごみ量は、39,359トンあります。
その内、焼却対象ごみは全体の約82％、紙資源・
ペットボトルなどの再資源化（リサイクル）は約
７％、その他に資源ごみ集団回収が約11％であり、
総リサイクル率は約18％となっています。
　総リサイクル率を全国と比較すると、全国と同
レベルとなっています。
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毎
週
水
曜
日
に
、
市
が
収
集
し
て
い
る

紙
資
源
は
、「
段
ボ
ー
ル
」（
第
一
週
）、「
雑

誌
・
チ
ラ
シ
等
そ
の
他
紙
類
」（
第
二
週
）、

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」（
第
三
週
）、「
新
聞
・

紙
パ
ッ
ク
」（
第
四
週
）、「
段
ボ
ー
ル
」（
第

五
週
）
で
す
が
、
収
集
方
法
に
は
、
こ
の

�������	
����
�������	
�����������������

よ
う
に
行
政
が
行
う

も
の
と
、
地
域
の
自

治
会
や
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
組
合
等
が
行
う

集
団
回
収
に
よ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。　
 

　

平
成
十
八
年
度
と

比
べ
て
平
成
十
九
年

度
の
回
収
量
は
、
行

政
回
収
分
で
六
・
七

％
減
少
し
ま
し
た
が
、

他
方
、
集
団
回
収
分

は
０
・
９
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

前
表
の
数
値
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
る
集
団
回
収
分
の

方
が
、
行
政
回
収
分
の
量
を
大
き
く
上
ま

わ
っ
て
い
ま
す
。（
約
二
・
五
倍
）

　

集
団
回
収
分
と
行
政
回
収
分
の
合
計
で

比
較
し
た
場
合
、
市
民
一
人
当
た
り
の
回

収
量
は
一
日
当
た
り
約
百
七
十
五
グ
ラ
ム
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�������	
�
　平成18年度　1,856トン
　平成19年度　1,731トン
������
　平成18年度　4,240トン
　平成19年度　4,279トン

と
な
り
、
こ
の
数
値
は
全
国
的
に
み
て
も

誇
れ
る
も
の
で
す
。

　

平
成
十
九
年
に
、
阪
神
間
各
市
を
含
め

て
人
口
三
十
万
人
以
上
の
都
市
に
、
紙
資

源
回
収
量
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
人
一
日
当
た
り
の
紙
資

源
の
量
が
最
も
多
い
都
市
は
、
神
奈
川
県

横
須
賀
市
で
、
本
市
は
そ
れ
に
次
い
で
第

二
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。


